
新設特別支援学校 (宇治
一 京 都府スーパーサポー

・城陽地区)の 基本設計完成
トセンター (仮称)を 設置 一

平 成 20年 5月

管  理  ,課
特別支援教育課

◎ 主 な教育施設

(1)拠 点校としての機能

京都府スーパーサポー トセンター (仮称)の 設置

[g暑景事讐魯ぎ暑陸塾筆郭標整撃聾諄揚推進滲路塗岸唇修隻援
〔2)施 設設備等の特徴

ア 自 立活動諸室 (運動 ・療育 ・言語室等)の 充実
―各炉多摩 ブぐ覆々の困難を主体淳ク′ご安ぎ ・方肝するための療芳密済―

イ 生 活学習室の充実 ― 〃室、洋室、ガど安、便所等の室 ,空″をまをまりをもた古乙露置、

茶雪を波ゲ、宇治の宏務文をを学ゴー

ウ 屋 外25mプ ール と室 内温水 ミニ プールの設置  一 年膚を逆 した水泳のエーズだ対応―

工 重 度重複対応教室の設置 ― 医療カクアが必要なガ賃塗たに対応―

オ 個 別教室の設置 一 旨房/4~ガ等′封 が一

カ 特 別教室の充実 ― ま栞室 ,斉歳室等ど2宮 、プレイルームどJ室 滅唐―

キ 冷 暖房完備の教室 ・床暖房 (プ レイルーム) 一 体源刃筋が困難なだ宣士たた対応―

ク 食 堂 ・給食調理室の設置 -0-ヱ 57を 対応 うた ドライ方式の訪塑宝をヱ2θ をガ済の大資堂―

ケ バ スプラッ トホームの設置 ― 肩ズ痔等も濡れずだ整下疲―

コ 環 境 ・安心 ・安全への対応 ― 屋上海を,″ ″豚炉カメラ裂済、各ハイレた繁者逆報設病、

″存酒減 r桜等ジを存続させた″唐計画―

(※アンダーラインは、保護者や府民の方々等から特に設置等の意見のあったもの。)

◎ 事 業概要

(1)予  定  地  宇 治市広野町丸山10(現城南高等学校敷地 約 23,800拭 )

(2)学 校規模等

収容児童生徒数 250人 (知、肢)

施設規模    校 舎 ・体育館等 約 15,700ポ(新築14,350ぷ、改修1,350拭)

(3)事 業 計 画

平成 19年 度      基 本設計

平成 20年 度      実 施設計

平成 21～ 22年 度   建 設工事

平成 23年 度     開   校

◎  そ の他

基本設計説明書を、関係する特別支援学校 (桃山養護、向日が丘養護、南山城養護)で 供覧し、

意見を募る。

ヽ
十

１

１

ジ

日

６８

３４

９

・
５

・
５

２

１４

‐４

４

４

√
―
―
―
ヽ

京都府の特別支援教育の拠点校として、多様な障害に対応 し、研究 ・研修 ・相談の機能をあわ

せもつ府内一円の特別支援教育を牽引する学校として整備する。

併せて、市街地の立地条件を生かして、地域貢献型の開かれた学校づくりを進め、特別支援教

育に関する地域のセンター機能を発揮 しながら、ノーマライゼーション社会の実現に貢献する。


